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2018年度 第２回 10月九大本番レベル模試地理 採点基準 

 

１ 単答記述問題 

誤字，脱字，漢字間違いは０点。 

 

２ 論述問題 

①「設問別加点基準」に基づき加点する。また，その他各問題の主旨に適した解答にも適

宜加点する。ただし，満点を超える得点は与えない。 

② 以下の「共通減点基準」に基づき減点する。 

 

３ 共通減点基準 

① 加点要素における誤字・脱字および漢字の間違いは１点減点。 

② 下線の付け忘れは１点減点。 

③ 指定用語不使用は１点減点。 

④ 字数オーバーは１点減点。 

 

＊減点しなくていい要素，その他の注意 

① 地理用語に関して，漢字の新字体／旧字体や，スロヴェニア⇔スロベニア，パキスタ

ン⇔パーキスターンといったカタカナ表記の通念の範囲内での異体に関しては減点はし

ない。 

② 加点要素以外で誤った記述があった場合，その部分は０点だが，減点はしない。 

③ 加点項目は内容的に整合性が取れていればよく，字句の順序や表現は必ずしも完全に

一致していなくてもよい。 

④ 文章が未完のものも減点しない。 

 

４ 採点記号について  

 

１．＜□□□□＞ 加点ポイント 

２．□□□□× 事実に誤認あり 

３．□□✔□□ 誤字あり／脱字あり 

 

５ 設問別加点基準 

 

１）     部分は必須キーワードであり，この表現がなければ当該加点ポイントに

おける加点はしない。その他は同義であれば加点する。 

２）○○／△△ は「○○でも△△でも可」を意味する。 

３）「②（①の説明として）」は，加点ポイント①を正解していなくても，加点ポイン

ト②に該当すれば加点する。 
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１ 

問 1 各 2点 

Ａ：チャド  Ｂ：エチオピア  Ｃ：リビア   

Ｄ：ロシア  Ｅ：フランス   Ｆ：日本 

 

問 2 24点 [指定語句]  多産多死  人口転換  高齢化  （下線不要） 

      ※指定語句不足は 1語につき－1点 

産業化以前は，出生率と死亡率が高い多産多死型の社会であり，人口がほぼ一定に保たれ

ている。産業化が始まると，出生率が高いまま，衛生状態の改善や医療の進歩により死亡

率が低下し，多産少死の状態となる。この局面で人口爆発とよばれる急激な人口増加がお

こる。社会が成熟すると，都市化や核家族化，女性の社会進出や価値観の多様化が進む。

そのため出生率が低下して少産少死へと変化し，静止人口に至る。こうした一連の変化を

人口転換という。今日の先進国では，出生率がさらに減少し，人口の高齢化が進んでいる。

中には，出生率の低下と死亡率の上昇によって，人口が減少する国もみられる。こうした

現象は第二の人口転換ともよばれる。（298字） 

【加点ポイント】 

ⅰ）産業化以前（農業的・伝統的社会）の状態（5点） 

 ①多産多死 →2点  

 ②出生率と死亡率がともに高い →1点   

 ③人口がほぼ一定に保たれている／人口の増減が少ない →2点 

ⅱ）産業化初期の状態（7点） 

 ①多産少死 →2点 

②（出生率が高いまま）死亡率が低下／出生率は高く死亡率は低い →1点 

 ③（②の背景として）衛生状態の改善／医療の進歩 →2点 

 ④人口爆発／人口増加が進む →2点 

ⅲ）社会の成熟後（産業化完成期／工業生産の社会／産業化が進んだ）の状態（10点） 

 ①少産少死 →2点  

②出生率が低下／出生率も死亡率も低い →1点 

③（②の背景として） 

都市化／核家族化／女性の社会進出／価値観の多様化／家族計画の普及 →2点 

④静止人口となる／人口の増加が止まる／人口の増加が緩やかになる →2点 

⑤（先進国など一部の国では）少子高齢化が進む →2点 

⑥（⑤のような国では）人口が減少する →1点 

ⅳ）人口転換について（2点） 

 ①多産多死から少産少死への変化を人口転換という 

  ⅰ）～ⅲ）の変化を人口転換という         →いずれかで 2点 
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問 3 14点 

産業革命によって近代初頭に経済成長した西ヨーロッパや北米東部は，人口密度が高い。

人口扶養力の高い稲作が古くから発達したモンスーンアジアの平野部，例えば中国やイン

ドの平野部も人口が稠密である。一方，サハラ砂漠やオーストラリア大陸などの乾燥地域，

シベリアやカナダ北部などの極端な寒冷地域，アフリカ・南米大陸内陸部の熱帯雨林地域

や，チベットなどの高山地域は，居住に適さないため人口密度が極端に小さい。（200字） 

【加点ポイント】 

ⅰ）人口の稠密地域について（6点） 

①西ヨーロッパ北米東部／アメリカ合衆国東海岸 →1点                   

②（①は）産業革命により経済成長が早かった →2点 

③モンスーンアジアの平野部／インドの平野部／中国の平野部 など →1点 

  ※具体的地名が「モンスーンアジアの平野部」に該当していれば可 

④（③は）稲作が発達した／米を栽培する →1点 

⑤（稲作・米は）人口扶養力が高い →1点 

ⅱ）人口密度が極めて小さい地域について（8点） 

①（アフリカや南米大陸の）赤道付近 →1点 

②（①は）熱帯雨林（セルバ・ジャングル）が広がる →1点 

 ③サハラ砂漠／オーストラリア内陸部／タクラマカン砂漠／ゴビ砂漠 など →1点 

   ※具体的に砂漠地域の名称を挙げていれば可 「砂漠」のみでは加点しない 

 ④（③は）乾燥している／砂漠が広がる →1点 

 ⑤シベリア／ロシア北部／カナダ北部／北極海沿岸／極地域 など →1点 

 ⑥（⑤は）寒冷である／極寒である／超低温である →1点 

 ⑦チベット／アルプス／○○山・○○山脈など具体例 →1点 

 ⑧（⑦は）高山地域である／標高が高い／急傾斜地である／酸素が薄い →1点 
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２  

問 1 10点 [指定語句]  開拓前線 先住民 ヨーロッパ諸国   （下線不要） 

      ※指定語句不足は 1語につき－1点 

独立時は旧イギリス植民地の東岸 13 州のみであったが，勢力圏を持つヨーロッパ諸国や，

独立したメキシコなどから割譲・買収・併合で領地を獲得すると，先住民を排斥しつつ開

拓前線を西へ進めて太平洋岸に至った。（98字） 

【加点ポイント】 

ⅰ）独立時について（3点） 

 ①東部 13州（東岸の 13州）のみであった →1点 

 ②（①は）イギリス植民地であった／イギリスから独立した →2点 

ⅱ）国土拡大の過程として（7点） 

 ①ヨーロッパ諸国の土地（領地） →1点 

 ②メキシコの土地（領地） →1点 

 ③（①や②を）割譲／買収／併合／奪取した／戦争により獲得した →1点 

 ④メキシコは（スペインから）独立した（その後一部がアメリカ合衆国の領土となった） 

→1点 

 ⑤開拓民により開拓前線を 西に進めた／太平洋まで進めた →1点 

 ⑥開拓の過程で 先住民を 排斥した／居留地に追いやった／虐殺した 

先住民の土地を奪取した               →2点 
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問 2 16点  

カナダの開拓はフランス人によってケベックで始まり，のちに勢力を強めたイギリスの領

土となった。独立後，フランス系住民はイギリス系住民による支配と差別に反発し，ケベ

ック州の分離・独立を求める動きも生まれた。このため，州の権限を優先する連邦制の採

用や，英仏両語の連邦公用語化などにより，共存を図ってきた。（149字） 

【加点ポイント】 

ⅰ）カナダ独立の歴史として（10点） 

 ①開拓はフランスによって始まった／まずフランスの領土（植民地）となった →2点 

 ②（①の後に）イギリスの領土（植民地）となった →2点 

 ③カナダでは イギリス系住民が多数派である／イギリス系による政府である 

  ／フランス系住民はイギリス系住民に差別されている     →2点 

 ④ケベック州にはフランス系住民が多い →2点 

 ⑤ケベック州では 独立の動きがある／独立を問う住民投票を行った →2点 

ⅱ）政策として（6点） 

 ①連邦制の採用／州の権限を強化している →3点 

 ②英語とフランス語の両方を（連邦／国の）公用語とする →3点 

  ※「ケベック州の公用語とする」では加点しない 

（ケベック州ではフランス語のみが公用語である） 
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問 3 24点 [指定語句]  河川 人為的国境 同時多発テロ 民族集団  （下線不要） 

      ※指定語句不足は 1語につき－1点 

カナダ国境は，大部分で経緯線を用いた人為的国境だが，東側の一部で五大湖など自然的

国境である。先進国間で比較的緩やかな出入国管理が行われていたが，同時多発テロ以降

は厳格になった。一方，メキシコ国境は，東側では河川を用いた自然的国境，西側は人為

的国境である。大きな所得格差があるため移動は厳重に管理されているが，メキシコ側か

らの不法越境者が多く，米国内でヒスパニックと呼ばれる民族集団を形成している。（198

字） 

【加点ポイント】 

ⅰ）アメリカ合衆国とカナダとの国境について（12点） 

 ①経緯線を用いた人為的国境が大部分である →3点 

  （「人為的国境」のみ →1点） 

 ②（河川や五大湖などの）自然的国境もある →1点 

 ③出入国管理（審査）／国境管理（審査） は緩やかである →3点 

 ④（③の背景として）両国は先進国である／両国の所得（経済）格差が小さい →3点 

 ⑤同時多発テロ以降は出入国管理が厳しくなった →2点 

ⅱ）アメリカ合衆国とメキシコとの国境について（12点） 

 ①（西側に）人為的国境がある →2点 

 ②（東側に河川による）自然的国境がある →2点 

 ③出入国管理（審査）／国境管理（審査） は厳しい →3点 

※「メキシコからの不法越境（入国）者が多い」のみ →2点 

 ④（③の背景として）両国の所得（経済）格差が大きい 

／（アメリカ合衆国は先進国だが）メキシコは途上国である →3点 

 ⑤メキシコからの入国者は，ヒスパニックと呼ばれる民族集団を形成する 

  メキシコから入国した民族集団は，ヒスパニックと呼ばれる         

  メキシコから入国した人々はヒスパニックと呼ばれ，白人を除く最大の   →2点 

民族集団となっている 


